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吉田哲自

附属学校3拠点構想のうち「国際教育」拠点という観点から生徒をし、かに支援していくか。グ、ローバノレ社会

の中でコミュニケーション能力を持った生徒をどう育てていくか。生徒部では教員主導型ではなく生徒主体の

視点から、おもに生徒自治会役員生徒を中心とした取り組みをサポートしてきているが、これまでは外部団体

からの提案によるコラボレーションが多かった。今後は、今までに積み上げてきたことにプラスして、さらに

どのような展開を図ることが望ましいか。自らの体験を重ねることで生徒が新しい発想を得ることや、卒業生

の人脈を活かすことなどに注目したい。

キーワード:国際交流、コミュニケ-ション能力、生徒自治会、直接体験、卒業生

1 はじめに

近年の中等教育において「国際交流jはきわめて重

要な要素となっている。本校にとっても|司じことが言

える。筑波大学の第2期(平成 22'"'-'27年度)中期計画・

中期目標を受け、筑波大学附属学校教育局は「先導的

教育拠点」、「教師教育拠点j、「国際教育拠点」の3つ

の拠点構想、を附属学校将来構想、の基本方針として挙げ

た。また、本校における第2期 SSH(スーパー・サイ

エンス・ハイスクール、平成19年度)の研究内容にお

いても、『国際科学五輪などの世界を視野に入れた生徒

の自主的研究・交流活動の支援Jを5つの柱のうちの
1っとするなど、 f国際交流Jは本校にとって戦略的に

重要な位置づけとなってきている。

また問時に教育内容においては、新指導要領で積極

的に取り上げられるなど、生徒につけさせたい力とし

て「コミュニケーション能力Jが注自されている。

「コミュニケーション能力があるj とはどういう状

態を指すのか?英語本来の用法を参照すれば、

communicateとは‘toexpress y.our thoughts and 

feel ings clearly， so that other people understand 

them' (他の人が理解できるように自分の考えや気持ち

を明確に表現すること :LongmanOictionary of 

Contemporary Eng / iめより)であり、さらに複数の人
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間が communicateしているとは、廿leycan eas i I y 

understand each other's thoughts and feel ings' (お

互いの考えや気持ちを容易に理解できる:尻θ 状態
のことである。つまり、一方的に伝えて終わるのでは

なく、相手の考えや気持ちもよく理解できていなくて

はならない。「コミュニケーション能力のある生徒jと

は、そのようなことができる生徒のことである。こう

いった能力を持つ人材は今後、日本国内のみならずグ

ローノ勺レ化の進む国際社会で、いちだんと重要になって

くるだろう。

日本国は歴史上、多民族の共生という必要性に迫ら

れることがほとんどなく、その影響か隣鎖的な国民性

をしばしば指摘されてきた。また、近頃の若者が海外

に出たがらない「内向き」傾向も昨今「話題Jとなっ

ている。このような環境で生きる生徒たちに視野を広

く持たせ、彼らの内面に「グローバル社会の一員とし

ての自覚J(global citizenship)を瓶養するためには、学

校はどのようなことができるだろうか。

可能であれば、生徒自身が海外で生活し学ぶ機会を

提供することが一番効果的であろう。しかし、全ての

生徒にそのための金銭的・時間的余裕を保障すること

は困難である。となれば次善の策として、海外からの

訪問者に学校の門戸を開き、日常的な場面で彼らと共

向作業をしたり意見交換をしたりする機会を作りつつ

-To Be Better Prepared for International Exchanges-

-119-



生徒の意識を高めていくことが考えられよう。

本稿では、現在の筑駒ではどのようなことができて

いるのかを確認しつつ、筑駒の現状を分析したうえで

今後の展望について考えたい。

2 生徒を取り巻く環境

2. 1本校の現状
筑波大学は文部科学省による国際化拠点整備事業

(グローバノレ30)に選ばれ、国際的に関かれた大学

作りを自指している。またその附属学校に対しては、

2008年より将来構想の基本方針としてはつの拠点構

想」の展開を求めており、 2010年度はし1よいよ実施の

年度となった。

f3拠点Jとは、 1)先導的教育拠点、 2)教師教

育拠点、 3)国際教育拠点の 3つを指し、本校ではこ

れらにそれぞれ対応する形で全教員が参加するプロジ

ェクト委員会を構成し活動している。 f国際教育拠点J

に対しては「国際交流プ口、ジェクト委員会J(構成員:

今年度8名)がその任にあたる。ちなみに、本校の国

際交流関係の教員組織は 2007年度より発足し、 2009

年度の組織改編を経て今年で4年目を迎える。その他、

筑波大学附属学校教育局では各附属学校の代表からな

る「国際教育推進委員会j としづ組織も存在し、国際

教育に関して大学教員と小・中・高教員との連携が図

ら ~rしている。

本校「国|際教育ブoロジェクト委員会jの目標は「ト

ップリーダー形成の一助として国際感覚を溜養するた

めのプログラム開発・研究を行い、将来国際貢献でき

る人材の育成を図る。教員レベノレで、の国際的な情報交

換および研究協力も視野に入れつつ、刑属学校の国際

教育j拠処

に活動の主役は生徒にあるため、プロジェクト委員会

と生徒部との緊密な連携プレーが必要とされる場面が

多い。

学校をあげての国際教育の取り組みとしては教員自

身への啓蒙活動も非常に重要だが、ヰ守高の性質上、生

徒にかかわる部分を中心にこれまでの活動を振り返り、

現在抱えている問題点、について触れることとする。

2.2これまでの取り組み

2.2.1ユネスコスクールへの参加

ユネスコ・スクールとは 1953年にユネスコが f国際

理解のための教育Jを全世界的に推進する目的で始め

た事業で、日本も当初から参加している。本校は 1959

年にユネスコ協同校となった。 2000年代に入ってユネ

スコがESD(education for sustainable development : 

持続可能な開発教育)の推進を担うようになり、ユネ

スコスクールでも ESDをその活動の中心に据えるよ

うになっている。主な領域としては食育・環境教育・

平和教育などがあげられる。

本校でも年間を通して中 1・高 1が携わる米作りを

軸に、カリキュラムの上で ESDを意識するようにな

ってきたが、まだ全教科で全体的な{府轍図を描くには

いたっていない。また、生徒の中にユネスコ関連の活

動を主に進めていく団体もない。

2.2.2スーパーサイエンスハイスクール (SSH)の指定

本校は2002年度にSSH研究開発校に指定されて以来、

第 1期 5年間 (2002年"-'2006年)を経て、現在は第2

期 5年間の第 4年次を展開中である。 SSH校であるこ

とが国際教育を推進するうえでも大きな力となってい

る。なぜならば、第 l期SSHでの研究開発課題は「先

駆的な科学者・技術者を育成するための中高一寅カリ

キュラム研究と教材開発Jだったが、第2期のそれは

「国際社会で活躍する科学者・技術者を育成する中高

一貫カリキュラム研究と教材開発一中高大院の連携を

生かしたサイエンスコミュニケーション能力育成の研

究一」であり、 SSHの予算から生徒を海外派遣する際

の資金を調達できるからである。次項で見るように、

この資金のおかげで、本校生徒が学校の枠を超えて活動

できる機会が増えてきた。

2.2.3過去4年間における層際交流活動

以下にこの4年間における、生徒がかかわった国際交

流活動の歩みをあげる。特に網がけの部分は、生徒自

治会役員を中心とする生徒が積極的にかかわった企画

である。

①2007年度

a. ドイツ大使によるEU講演会
b並£β:1'*措 iがr:Jl4割以ご

人JapanReturn Programへの協力事業]

*日本語を学ぶ外交官や各国の若者が本校に集い、自

冨の紹介プレゼンをしたり、色々なトピックでディス

カッションを行う催しである。共通言語は日本語であ

るため、中学l年生からでも参加しやすい。毎年、生

徒自治会役員が受け入れの準備を進め、全校生徒に呼

び掛けて参加者を募り、当日の運営も切り盛りしてい

る。
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c. The Program of 2007 Asian Science Camp 

8月5日'"""'11日 台湾本校高校3年生3名参加。

その他、各種国際オリンピックへの参加

d. JICA青年研修受け入れ:アフヲカからの教員訪

問。理数科の授業参観と生徒とめ懇談。

②2008年度

a. フランス大使による部講演会

b.若手外交官君本語ブラヅシェアァフ。研修への協力、

ならび応外国め若者との到涜会 (前述)

c.各種菌際オリンヒ。ックへの参加

d.北京師範大学附属実験中学校との生徒研究交流

[SSH事業の一環〕

2008年 12月25日-----30日に相手校を訪問(参加生徒

10名)

③2009年度

a.海外修学旅行街走:の受;け:みれ

2009年 11月間臼 Anglo-ChineseJunior College 

(シンガポーノレ)生徒30名来校・本校授業に参加

*生徒自治会役員を中心に、まず歓迎式典を行った

うえで、バディシステム(一人ずつ、ないしはクツレ

ープ単位でエスコート担当者を決め、教室へ案内し

て一緒に授業を受けるなど、最後まで、責任を持って

面倒をみる体制)で理科や数学の授業に参加しても

らった。共通言語は英語なので、活動する生徒は高

校生が対象となる。

b. 若手外交官z自本語プシェア~プゐ別夢ム、の協力「

ならび切骨若者との交流会(前述)

c. 各種国際オリンヒ。ックへの参加

d.台湾国立台中第一高級中学校との生徒研究交流

[SSH事業の一環]

2009年 12月 14日'""19日に相手校を訪問(参加生徒

10名)

日頃の数学・科学の研究成果の発表とともに、

*派遣生徒のうち、高校2年生が研究発表、高校l年

生が学校紹介を行った。行事や普段の学校生活など

筑駒の様子がよく伝わるように練りに練った内容で、

発表当日の朝までプレゼンの練習に取り組み、本番

は笑いを取りながらの堂々たる発表で、あった。

④2010年度

a.海外修学旅行生徒の受け入れ

2010年5月 10日AmityInternational School (イ

ンド)生徒 10名来校・本校授業に参加

b. 

(前述)

2010年度外交官フォーラム

c. マイクロソフト In1agineCup 2010 (ポーランド)

へ日本代表として参加] ←テーマはESD
その他各種国際オリンピックへの参加

d.台湾問立台中第一高級中学校との生徒研究交流

[SSH事業の一環]く資料 1> 
2010年 12月 14Iヨ'"'-'19日に相手校を訪問(参加生徒

14名) 研究発表とともに本校紹介

(前述)

e.生徒泊治会企画

ア.本校卒業生を中J心とした海外大学生との座談会企

画運営 く資料2>
*海外の大学で学ぶ大学生を招き、学校が行う進路懇

談会とは違った視点から自分たちの将来や、今やる

べきことについて考えるための企画で、本校卒業生

を含む多彩な現役大学生が講師として参加した。企

画を発想したのは自治会役員自身ではなく、本校卒

業生からの提案によるものだ、った。

イ.英語版学校紹介冊子の作成 く資料3>
*文化祭で配布したほか、海外交流の場面で配布

2勧3生徒の活瞳

上記で概観したように、国際交流フ。ログラムの企画

運営は教員が中心とならざるをえない場面が多いが、

その中でも確実に生徒中心の取り組みも増えてきてい

る。特に今年度は生徒自治会役員の国際交流へ対する

意識が高まった。

とりわけ彼ら自身が 研究交流に赴いたり海外から

の修学旅行生と授業を一緒に受けるなど国際的な場面

で、の経験を積むにつれ学校を紹介する適当な英文冊子

がないことをはがゆく思い、初めての試みとして生徒

自らの手で英文学校紹介冊子 TsukukomaGw'debook 
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を作成したことは意義深かった。この冊子は本校への

海外からの来客に提供したり、台湾訪問を含めた閣内

外での国際的な集まりの場で配るなど、本校への理解

を深めるうえで大活躍している。学校側ではなく生徒

側の視点からまとめられている点が特に興味深く好評

である。

f自分たちの手で、学校紹介冊子を作って母校への理

解を深めるj というような発想は、告らが色々な体験

を積んで苦労していなくては、まず出てくるものでは

ない。

3 教員主導から生徒中心の取り組みへ

3.1質的変換の難しさ

今までの国際交流はほとんどが教員サイドから提案

をし、場合によってはその具体的運営を生徒に降ろし

て彼らにまかせる形で、やってきた、というのが正直な

ところである。しかしそれでは自立した生徒を育てる

続して行っている自治会が主催して卒業生を講師に招

き講演会を行う、としづ活動実績の上に立つものであ

る。

余談ではあるが、今年度の生徒自治会主催講演会は

2010年 12月に開催され、小型衛星探査機「はやぶさj

にかかわってきたJAXA阪本成一教授(第 32期卒業
生)による、タイムリーな素晴らしい内容の講演であ

った。「はやぶさJというテーマは直接 f国際交流」と

は繋がっていないが、留と毘(インターナショナノレ)、

という関係を超えて宇宙へと視点をいざない、インク

ープラネットとでも言うべき未来のコミュニケーショ

ンを予感させるものである。

このように各界で活躍する卒業生に恵まれているこ

とは本校の特徴のひとつであり、 f国際交流Jの観点か

らも優れた人材にことかかないことは明らかである。

今後も、①「内外を間わず国際的な場面での生徒の

直接体験j と②「卒業生の活用j を手掛かりに、生徒

自身の発想を大切にした取り組みを展開していくこと

うえで不十分であることを強く感じている。 が大切であろう。

昨年度から今年度にかけては、生徒自治会とは独立

した「国際交流委員会j のようなものを設立すること

を目標にしていた。この組織は生徒自治会組織図の中

に新たに新委員会を位置づけるのではなく、ボランテ

ィアグ、ループ。のような融通の利く形で、随時生徒が関

心のあるテーマのもとに集まって活動することを考え

たものである。本校はSSH校であるが、「サイエンス・

コミッティーj という生徒の任意ボランティア団体が

存在し、彼らが生徒独自の視点から学校と協力して

SSH活動を進めており、「回際交流委員会jもこのあり

かたを手本としたいと考えた。しかしこの発想も所詮

教員側からのものであり、現実には、忙しい生徒たち

の間から自主的にそのような気運が高まるように声掛

けしていくのは難しいことが分かつた。

結局は既存の生徒自治会役員会の活動を活発化する

ことが、現時点での落とし所であるようだ。今年度は

役員に立候補する生徒も多く、久しぶりに定数の10名

で活動できるようになった。その結果、生徒自治会主

催の形で上記2.2.3の④-eのように2つの新企画に取

り組むことができた。

3.2生徒の自主性を酒養する要素

前述したように、新企画のうちの英文冊子作りは、

生徒自身が国際的な場面での活動を通して実感したこ

とが発端となっている。

また先輩を招いての座談会企画は、ここ7・8年間継

(文責平原麻子)
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<資料1> 2010年度 台湾国立台中第一高級中学校との生徒研究交流スケジュールと交流風景

*スケジュール

Schedules for Tsukukoma's Visit to T.C.F.S.H. 
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Time Activity Subject/TI叩ic Presentor(s) 

13:10~15:00 Join Our Class! Chemistry class TCFSH Class 

15:10~17:00 J oin Our Class! Math class TCFSH Class 
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Ti血e Activity Subかt/Topic Presentor(s) 

09:00~09:20 
Opening Cerelnony 

(20min) 

09:20~09:50 Project 
Math Tsukukoma Student 1 

(30min) Presentation 

09:50~10:20 Project 
Physics Tsukul王omaStudent 2 

(30min) Presentation 

10:20~10:40 
Short Break 

(20min) 

10:40~11:10 Project 
Biology Tsukukoma Student 3 

(30min) Presentation 

11:10~11:40 Project Medicine TCFSH 

(30min) Presen ta tion & Health Science Tsung幽HanChan 

11:40~13:00 
Lunch Time 

(80min) 

13:00"'13:10 
Preparation for the Evening Session 

(10min) 

13:10~13:40 Project 

(30min) Presentation 
Math Tsukukoma Student 4 

13:40~14:10 Project 

(30min) Presentation 
Physics Tsukukoma Student 5 

14:10~14:40 Project 

(30min) Presentation 
Math Tsukukoma Student 6 

14:40~15:10 Project TCFSH 

(30min) Presentation 
Animal Science 

Yung-Kang Chen 

15:10~15:40 

(30min) 
Tea Time 

15:40-15:50 
Preparation for Cultural Exchange Presentations 

(10min) 
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Cultural Introduciotn of Tsukukoma First-year 

Exchange Tsukukoma High Students 

School Life 

15:50-16:50 
Project Chinese & Japanese Tsukukoma Student 7 

(1hr) 
Presentation Classics 

Project Tsukukoma Student 8 

Presentation Linguitics 

16:50-17:00 
Closing Ceremony 

(10min) 

*交流風景

12/16 Chemistry class 12/16 Math class 

12117 Project Presentation 

Aよりム



く資料2>生徒富治会主催「大学生との座談会jの生徒向けチラシ

2010100/21 

2010年度前期 高校生徒自治会役員会

大学生との座談会参加者募集のお知らせ

この度、自治会役員会では、東京大学・一橋大学・ハ}ヴァード大学等の大学生有志

の団体と合同で、下記のような箆談会を行うことになりました申蕊駒OBを含む、現役

大学生と少人数でお話ができる食設な機会です。参加を希望する方i士、この用紙の一番

下にある参加申し込みに記入し、問中国の自治会議前の提出箱に入れてくださいe単備

の都合上、当日参加は不可とさせていただきます串串込用紙の提出期限は端末試験最終

日の 7/6(:k)12:80とさせていただきますが、応募者多数の場合、先替般で締め切らせて

いただく場合もありますので、ご了承ください。

記

1，) s時と場所 7/10(土)13=30--15=30(時間は予定)、 50周年記念会館にて

2J対象: 主に高校生s 意欲のある中学生も歓迎υ

3.)趣旨: 高校生にとって最も身近な存在でありながら、揺す機会の少ない大学

生と意見変換し、各自の専攻・将来を考える手がかりとする。

4.)内容: 基本的には参加者の希望によって臨機応変に対応するが、一例として

以下のような内容が考えられる。

• 8米大学の生きた情報の控供(各大学や各専攻、線外活動の情報)

・海外の大学への進学とし、う選択

ー大学生が薦める高校生活の有意義な過ごし方

.英語の実践と国際交流

筑駒OBを中心に、学部生 1ト20名程度を予定

(東京大学・一橋大学・ハーヴァード大学等)

5.)大学生;

(文資谷JfD

……ーくキリトリ〉…---

富治会主権大学生との座談会参加申L込み

一一一年一一一組一一一番名前:

興味がある話題・分野(おおまかでも良いので何か書いてください)

に
Ju

q'''U 
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nn
er
 .J
un
io
r 
H
i
g
h
 S
ch
oo
ll
ib
rm
y 
(
K
y
u・
ch
u-
to
)

A
s
 t
he
 n
a
m
e
 5
h
o
W
5
，
 
th
i5
 p
la
ce
 w
a
s
 0
11
ce
 a
 

li
br
ar
y 
fo
r 
th
e 
Ju
ni
or
 H
i
g
h
 8
Gl
lO
Ol
 
st
ud
en
ts
，
 
bl
lt
 

n
o
w
 n
o
b
o
d
v
 k
ll
O
¥V
S
 h
o
w
 it 
o
n
c
e
 l
oo
ke
d 
li
ke
. 

T
h
e
 s
pa
ce
 is
 
11
0W
 u
se
d 
b
y
 tl
le
 J
Ul
li
or
 H
i
g
h
 

8c
ho
o¥
 a
nc
l 
th
e 
H
i
g
h
 8
ch
oo
l 
st
ud
en
ts
' 
cO
ll
l1
ci
l
ラ

a
n
d
 a
ls
o 
b
v
 t
he
 8
ch
oo
l 
Fe
st
iv
al
 e
xe
cu
ti
ve
 

cO
ll
uu
iU
ee
. 

Jt 
al
so
 h
as
 a
 l11
ul
ti
me
di
a 
ro
O
I1
1 
th
a1
 h
ns
 a
bo
ut
 8
 10
 9
 co
mp
ll
te
rs

司

A
l
s
o
，
 
th
er
e 
ar
e 
t
w
o
 g
ra
nd
 p
ia
ll
os
 i
n 
th
e 
sp
ac
e
，
 
w
h
i
c
h
 s
hl
de
nt
s 
us
e 
to
 p
ra
ct
ic
c 
si
ug
iu
g 

be
fo
re
 t
he
 M
u
s
i
c
 F
es
ti
va
l. 

(7
) 
77
1e
 c
o
m
m
o
n
ψσ
ce
 

Th
er
e 
ar
e 
so
[a
s 
a
n
d
 l
ab
le
s 
in
 
th
is
 s
pa
ce
. 

lt 
is 
an
 o
p
e
n
 a
n
d
 c
om
[o
rt
ab
le
 s
pa
ce
 a
n
d
 

st
ud
en
ls
 e
nj
oy
 t
aJ
ki
ng
，
 pl
ay
in
g 
a
n
d
 

s
o
m
e
l
i
m
e
s
 s
Ie
ep
in
g 
in
 tI
us
 p
la
ce
. 

(8
) 
17
1e
 H
i
g
h
 S
ch
oo
ll
oc
ke
r 
ro
O
lJ
1 

B
u
j!
t
 in
 
2
0
0
8
，
 
lh
is
 6
0t
h 
il
lm
iv
er
sa
ry
 

m
e
m
o
r
i
a
l
 b
ui
l
c¥
in
g 
is 
th
e 
ne
we
st
 o
f
 al
l 

bu
il
di
ng
s 
in
 
O
lU
. 
5
c
h
o
o
l. 
Th
is
 b
ui
ld
in
g 
is 

su
rr
ou
n
c¥
ed
 b
y
 g
la
ss
 a
n
d
 w
e
 h
a
v
e
 g
ra
5s
 

pJ
an
le
d 
01
1 
to
p 
o
[
 t
he
 b
ui
ld
in
g.
 

(9
) 
77
1e
 l
ib
rm
:v
 

Th
er
e 
ar
en
'l
 m
a
n
y
 b
o
o
k
s
 i
n 
lh
e 
li
br
ar
ちら
bu
t
lh
er
e 
ar
e 
a
 10
1 
of
 d
es
ks
 f
or
 s
Lu
de
nt
s 
to
 s
lu
dy
 i
n 

UI
C 
li
br
ar
y.
 

(1
0)
 7
71
e 
cr
op
.fi
e/
d
 a
n
d
 th
e 
gl
乞
ど
11
hO
ll
se
 

百
le
re
is 
a
 cr
op
 f
ie
ld
 i
n 
ou
r 
5c
ho
o
l. 
Th
is
 

fi
cl
d 
is 
us
ed
 t
o 
gr
o
¥
V
 s
wc
et
 p
ot
at
oe
s
，
 w
h
i
c
h
 is
 

o1
1e
 o
f
 t
he
 u
11
Iq
ue
 c1
as
se
s 
in
 
ou
r 
sc
ho
o
1. 

Al
so
，
 
th
e 
gr
ee
n 
h
o
u
s
e
 is
 
us
ed
 t
o 
g
r
o
w
 y
o
u
n
g
 

ri
ce
 p
la
nt
s.
 



巳
.
v

C
コ

1. 
T
h
e
 s
ch
oo
l 
cu
rr
ic
ul
um
 

(1
) 
T
h
e
 J
Ul
li
or
 H
i
g
h
 S
ch
oo
l 
cu
rr
ic
ul
ul
ll
 

Ju
ni
or
 H
i
g
h
 S
ch
oo
l 
st
ud
en
ts
 w
il
l 
la
ke
 c
la
ss
es
 a
s 
s
h
o
w
n
 i
n 
th
e 
gr
ap
h.
 

Ja
pa
ne
se
 

So
ci
aJ
 S
tu
di
es
 

M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
s
 

3
 -
5
 da
vs
 a
，礼
'e
ek

Sc
ie
nc
e 

En
gl
is
h 

M
u
s
i
c
 

A
rt
 

1.
5 
~
 2
 da
ys
 a
 w
e
e
k
 

P.
E
 

3
 da
ys
 a
 w
e
e
k
 

In
du
st
ri
al
 A
rt
s 
a
n
d
 H
o
m
e
m
a
k
i
n
g
 

2
 da
ys
 a
 w
e
e
k
 

M
o
r
a
l
 e
du
ca
ti
on
 

H
o
m
c
r
o
o
Il
1 
mc
ct
in
g 

1
 d
a
v
 a
 ¥V
c
c
k
 

A
1
s
o
 d
ur
in
g 
Ju
ni
or
 H
i
g
h
 3
rd
 g
ra
de
ラ
th
er
e
is 
a
 cl
as
s 
ca
l1
ed
 "
Ch
al
le
ng
e 
Sl
ud
ie
s'
¥w
hi
ch
 i
s 

he
ld
 O
ll
ce
 a
 w
e
ek
. 
Th
is
 c
lu
ss
 h
as
 l
hr
ee
 s
ub
jc
ct
s;
 m
at
hc
mu
ti
cs
，
 
Ja
pa
ne
se
，
 
a
n
d
 E
ll
g1i
sh
. 

W
e
 ar
e 
al
lo
we
d 
to
 s
el
ec
t 
o
n
e
仕
01
11
th
e 
th
re
e 
su
bj
ec
ts
. 

(2
) 
T
h
e
 H
j
g
h
 S
ch
oo
J 
cu
rr
ic
ul
u1
11
 

In
 t
he
 H
i
g
h
 S
c
h
o
o
l， 
w
e
 h
a
v
c
 1
0 
c
a
m
 a
 to
ta
l 
7
7
 c
rc
di
ts
 t
o 
gr
ad
ua
tc
 

A
l
s
o
，
 
ou
r 
ti
me
 s
ch
ed
ul
c 
is
n'
t 
al
wa
ys
 c
on
si
sl
en
L 

~
8
~
 

IJJ 
11
l
0s
t 
sc
ho
ol
s
，
 
te
ac
he
rs
 g
o
 l
o 
c1
as
sr
oo
Il
l
s
 a
n
d
 s
tu
de
nt
s 
wa
it
，
 
bu
t 
in
 o
ur
 s
ch
oo
l 
st
ud
en
ts
 

g
o
 1
0 
ea
ch
 c
la
ss
ro
o
ll
1 
w
h
e
r
e
 t
he
 t
ea
ch
er
s 
ar
e 
，va
it
in
g.
 

TJ
us
 s
ys
te
m 
st
ar
ts
仕
01
11
H
i
g
h
 S
ch
oo
J
岨

(2
) 
Pa
ss
io
na
le
 l
ea
ch
er
s 

O
u
r
 l
ea
ch
er
s 
l0
ac
h 
us
 i
n 
va
ri
ou
s 
a
n
d
 u
ni
qu
e 
wa
ys
. 
M
o
s
t
 o
f 
ou
r 
te
ac
he
rs
 d
on
'(
 u
se
 

te
xt
bo
ok
s
，
 
bu
t 
th
ei
r 
sp
ec
ia
l 
ha
nd
ou
ts
. 
Th
is
 i
s 
w
h
a
t
 m
a
k
e
s
 o
ur
 t
ea
ch
er
s 
so
 u
ni
qu
e 
a
n
d
 

sp
cc
ia
l. 

(3
) 
H
i
g
h
 l
cv
cl
 c
la
ss
es
 

O
u
r
 c
la
ss
es
 a
re
 s
ai
d 
to
 b
e
 v
er
y 
hi
gh
 l
ev
e
l. 
T
h
e
s
e
 h
ig
h 
le
ve
l 
c1
as
se
s 
br
in
g 
ou
t 
ou
r 

Im
el
le
ct
ua
l 
cu
ri
os
it
y，
 
al
ld
 a
ls
o 
Ol
lr
 1
1l
0t
iv
at
io
l1 
to
 1
ea
m.
 

3.
 
EX
CL
U ・
si
o
l1
s

E
v
e
l
γ
y
e
a
r
 i
n 
M
a
y，
 
ea
ch
 g
l対
e
(l
1
ot
 i
nc
lu
di
ng
 t
he
 1
2
th
 
gr
ad
e)
 h
as
 a
11 
ex
cu
rs
io
n.
 

7t
h 
gr
ad
e 
M
y
o
・
k
o
Hi
gh
la
nd
s 

4d
av
s 

8t
h 
gr
ad
e 
Re
se
ar
ch
 a
ro
un
d 
T
o
k
y
o
 
2d
ay
s 

9t
h 
gr
ad
e 
Re
se
ar
ch
 a
ro
un
d 
T
o
h
o
k
u
 
4d
av
s 

10
th
 g
J
・a
de
Su
ga
da
ir
a 
Hi
gh
la
nd
s 

4d
ay
s 

11
th
 g
ra
de
 
Re
se
ar
ch
 a
ro
un
d 
Ka
ns
ai
 
5d
ay
s 

~
り
~



乙
ο

~
 S
ch
o0
1 
ev
en
ts
 ~
 

W
e
 h
a
v
c
 m
a
n
y
 s
ch
oo
J 
ev
cn
ts
 t
hr
ou
gh
ou
t 
th
e 
ye
ar
. 
EV
el
)・
st
ud
en
t
pa
rt
ic
ip
at
es
 i
n 
th
e 
ev
en
t5
 

1n
 t
hi
s 
gl
li
de
bo
ok
，
 w
e
 wO
ll
ld
 l
ik
c 
to
 5
11
0
¥
V
 4
 of
 o
ur
 b
ig
ge
5t
 e
ve
nt
s.
 

1. 
C
h
o
r
u
s
 C
om
pe
li
ti
ol
l 

G
lI
r
 ur
st
 b
ig
 e
ve
nt
 o
f
 t
he
 y
ea
r 
is 
th
e 
Ch
or
ll
s 

Co
mp
et
it
io
n
，
 
w
h
i
c
h
 is
 
he
ld
 i
n 
Ju
nc
. 
E
v
e
r
y
 

cl
as
s 
i l1
 
th
e 
sc
ho
ol
 s
in
gs
 t
w
o
 s
on
gs
 e
a
c
h，
 
a
n
d
 

c
o
m
p
e
t
e
s
 w
it
h 
ot
he
r 
cl
as
se
s 
to
 d
ec
id
e 
w
h
i
c
h
 

cl
as
s 
is 
th
e 
be
s
t. 

Be
[o
re
 t
ho
 c
om
pe
ti
ti
on
，
 
ov
er
y 
cl
a5
s 
ta
ke
5 

ti
ll
le
 p
ra
ct
ic
in
g 
th
ei
r 
so
ng
s.
 

W
e
 p
1'
ac
ti
ce
 b
ef
or
e 
sc
ho
ol
，
 
ar
te
r 
sc
ho
ol
ヲ
a
n
d
s
o
m
e
t
i
m
e
s
 0
11
 
we
ek
en
ds
. 

2. 
Sp
or
ts
 F
es
ti
va
l 

T
h
c
 Jl
ex
t 
bi
g 
ev
el
ll
 
is 
th
e 
Sp
or
ts
 F
es
t:i
v
al. 

Th
is
 f
es
ti
va
l 
la
sl
s 
fo
r 
l
w
o
 d
ay
s.
 
W
e
 

c
o
m
p
e
t
e
 w
It
h 
11
1e
 
ot
he
r 
3
 cI
as
se
s 
in
 o
ur
 

gr
ad
e 
a
n
d
 h
y
 to
 g
el
 h
ig
he
st
 s
co
re
 j
n 
to
to
1. 

A
t
 tl
1e
 
Sp
Ol
1s
 F
es
ti
va
l
う
w
e
d
o
 o
¥'
er
 2
0
 

ki
nd
s 
o
f
 s
po
rt
s
，
 
5u
ch
 a
s 
le
11
ni
5
，
 
v
o
H
e
y
b
al1， 

ba
sk
et
ba
ll
‘
a
n
d
 l
um
db
al
I. 

W
e
 al
so
 d
o
 u
ll
iq
ue
 s
po
rt
s 
li
ke
 5
Ul
ll
O
，
 

k
e
n
d
o
，
 
d
o
d
g
e
 ba
ll
，
 
a
n
d
 a
 b
a
m
b
o
o
 v
er
si
o1
1 
of
 t
ug
-o
f.“
wa
r.
 

t
e
a
m
¥l1
at
es
 b
ef
or
e 
th
e 
fe
st
iv
a
1. 

W
e
 al
so
 p
ra
ct
ic
e 
wi
th
 o
ur
 

W
e
 us
e 
a
 u
n.i
q
u
e
 s
ys
te
m 
ca
ll
ed
 “
Ol
yl
11
pi
c 
s)
引
el
ll
"
to
 d
o
 a
11
 
2
0
 s
po
rt
s 
in
 t
w
o
 d
ay
s.
 

T
h
e
 s
ys
1e
ll
l 
is 
sI
mp
le
. 
Li
ke
 t
he
 r
ea
l 
O
l
y
m
p
i
c
s
，
 
se
ve
ra
l 
sp
or
ts
 a
re
 p
la
ye
d 
al
 
th
e 
s
a
m
c
 

tU
ll
e.
 

3.
 
Sc
ho
ol
 F
es
ti
va
l 

T
h
e
 b
ig
ge
st
 e
ve
nt
 o
[
 t
he
 y
ea
r 
is 
th
e 

Sc
11
00
1 
Fe
st
iv
a
1. 

O
v
e
r
 1
3
，(
)(
)(
) 
pe
op
le
 c
o
m
e
 t
o 
se
e 
ou
r 

sc
ho
ol
 d
ur
il
1
g
 th
e 
fe
st
iv
a
l. 
M
o
s
t
 o
f 
t
h
e
m
 

ar
e 
st
l1
de
nt
s 
f
r
o
m
 o
th
er
 s
ch
oo
ls
，
 
a
n
d
 

pa
re
nt
s 
o
f
 t
he
 s
ch
oo
l 
st
1J
de
nt
s.
 

A
t
 th
e 
fe
st
iv
al
，
 
t1
1e
re
 a
re
 p
la
ys
 a
n
d
 

di
sp
Ja
ys
 fi
・01
11
ea
ch
 c
J
as
s 
al
1
d
 aJ
so
 f
r
o
m
 g
ro
up
s.
 

Th
er
e 
ar
e 
al
50
 f
oo
d 
bo
ot
h5
，
 
5t
ag
e 
s
h
o
w
s
，
 
ar
ca
de
 b
oo
th
s
，
 
an
d 
e
v
e
Jl
 
au
cl
jo
ll
 b
oo
ll
ls
! 

T
h
e
 m
o
s
l
 u
ni
qu
e 
po
in
l 
is 
lh
al
 1
he
 b
ac
k 
b
o
n
e
 o
[ 
th
e 
[e
st
I 
va
l 
is 
th
e 
1
 i
h
 Gr
ad
e.
 
E
v
c
n
 

th
ou
gh
 t
he
y 
ar
e 
b
u
s
y
 b
ef
or
e 
th
e 
en
tr
an
ce
 e
x
a
l11， 
th
ey
 u
se
 a
ll
 
of
 t
he
ir
 e
ne
rg
y 
fo
r 
th
ei
r 
fi
na
l 

1e
sl
1v
al
 o
f 
H
i
g
h
 S
ch
oo
ll
i[
e.
 

4. 
R
o
a
d
 R
a
c
e
 

O
u
r
 la
st
 b
ig
 e
ve
nt
 o
f 
th
e 
ye
ar
 is
 
th
e 

R
o
a
d
 R
ac
e.
 

V.
le
 r
un
 a
lo
ng
 t
he
 r
iv
er
 n
ea
r 
to
 o
ur
 

sc
ho
o
l
.
百
1e
ra
ce
 t
誌
es
pl
ac
c 
in
 
th
e 

mi
dd
le
 o
f
 U
le
 w
i1
1t
er
‘
50
 it 
Is 
ve
rv
 

co
ld
. 

M
o
s
t
 s
lu
de
nt
s 
pr
ep
ar
e 
[0
1' 
th
e 
ra
ce
 

b
y
 l1
.U
U1
IJ
lg
 a
ro
u
l1
d
 th
e 
sc
ho
ol
 u
el
d 

an
d 
31
so
 0
11
 
w
e
e
k
e
Jl
ds
. 

A
t
 t
he
 r
ac
e
ラ
th
e
H
i
g
h
 S
ch
oo
l 
st
1J
de
nt
s 
ru
n 
8
 ki
lo
11
1e
te
rs
，
 
a
n
d
 t
he
 J
un
io
r 
H
i
g
h
 S
ch
oo
l 

5l
ud
en
ts
 r
un
 4
 kj
 l
om
el
e 1
'
5. 
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